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情報教育を基盤とした社会科カリキュラムの開発
-小学校社会科における情報活用能力の育成を視点として-

中村哲菅原弘貴
(兵庫教育大学) (神奈川県足柄上郡大井町立大井小学校)

情報化に対応した教育は, 「総合的な学習の時間」や各教科で系統的な学習を行うことが求められており,社会科におい

てもコンピュータやインターネットを活用した授業実践は現在まで数多く行われてきている。本研究の目的は, 「総合的な

学習の時間」で主に情報教育を取り入れた学習内容の中から社会科の学習活動に必要とされる情報活用能力を検討し,社会

科の学習内容との整合性を持たせた学習カリキュラムと授業構成案を開発することにある。開発したカリキュラムは,小学

校社会科におけるコンピュータを利用した授業形態を提示し,その際に必要とされる操作技術と活用に必要な態度・モラル

を明示した構成にしている。また,開発したカリキュラムの中から小学校第5学年の「わたしたちの生活と情報」単元の授

業構成案を示した。

最後に本研究の意義は,小学校社会科のカリキュラムと授業構成案を開発することによって教科におけるコンピュータの

活用の系統的な指導が可能となり,情報教育と教科指導との関連性が明確になったことにある。
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Systematic instruction of computer technology and information education is needed in the Integrated Studies curriculum and

in the curriculum for other subjects. In social studies, many lessons have been taught using computers and the Internet. The purposes

of this research are to identify practical methods and activities for utilizing information education and computer technology in

the Integrated Studies curriculum and social studies curriculum and to develop lesson plans for utilizing computer technology and

information education to teach social studies content. The curriculum developed through this research will show how social studies

lessons may be conducted and how attitudes/morals may be clarified using computer technology and information education. To

illustrate the intent of the proposed curriculum development project, a sample unit called, "Information and Our Daily Lives,"

has been developed for the 5th grade.

Finally, the result of this research is to develop relationships among information education, computer technology, and social

studies instruction. These relationships will be made clear by developing social studies curriculum and sample lessons utilizing

information education and computer technology.
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1はじめに

社会の情報通信基盤の急速な整備に伴い,学校でもイ

ンターネット等情報通信ネットワークが整備されてきた.

この情報化の流れに対応して,平成10年12月に告示され

た小学校新学習指導要領においても指導計画作成上の配

慮事項として, 「各教科等の指導に当たっては,児童が

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に

慣れ親しみ,適切に活用していくとともに,視聴覚教材

や教育機器などの教材・教具の活用を図ること」1)と明

記されている。こうした情報化に対応した教育では,文

部科学省(旧文部省)によって「情報活用の実践力」

「情報の科学的な理解」 「情報社会に参画する態度」2)の

3つの目標が定められており,これらの目標から「情報

活用能力」の育成を行うことを目的としている。

このような「情報活用能力」の育成に関しては, 「総

合的な学習の時間」や各教科で系統的な学習を行うこと

が求められており,社会科においてもコンピュータやイ

ンターネットを活用した授業実践は現在まで数多く行わ

れてきている。

特に,小学校段階で必要とされる「情報活用の実践力」

「情報の科学的な理解」 「情報社会に参画する態度」の系

統的な育成を社会科で図っていく場合,情報教育を通じ

て形成される能力が社会科の学習指導においてどのよう

に関連づけられ,またどのような授業が可能なのかを検

討していく必要がある。

以上のような問題意識をもって現在小学校で行われて

いる情報教育のカリキュラムを検討すると,情報教育の

カリキュラムとしては,後述の3形態に分類できる。ま

た,これらの情報教育のカリキュラムでは情報機器操作

に関する技術形成を意図したカリキュラムが多くの学校

で設定されているが,その中でも教科との関連を系統的

に示している事例は少ないことが指摘できる。

さらに,社会科の実践事例を検討すると,社会科にお

ける情報機器の利用としては情報の収集活動での活用,

情報の編集活動での活用,情報の発信・交流活動での活

用の3形態が見られる。そして,これら社会科における

活用形態をもとにして,情報教育と関連させたカリキュ

ラムを開発することが課題である。

そこで,本研究は,小学校社会科における情報教育を

基盤としたカリキュラム開発を目的とする。

2情報教育カリキュラムの内容構成

「総合的な学習の時間」において主に情報教育を取り

上げている小学校の情報教育カリキュラムの内容構成に

おいては,技術習得型カリキュラムと教科指導関連型カ

リキュラムに分けられる。技術習得型カリキュラムは,

コンピュータ等の情報機器を活用するための操作技術の

習得を学習の中心課題に据えたカリキュラムである。ま

た,このカリキュラムは主に「総合的な学習の時間」の

中で,操作技術を習得する学習スキルの時間を設定し,

操作技術の習得,すなわち,コンピュータリテラシーを

育成することを目指したものである。したがって,この

カリキュラムでは,各教科の学習活動においてコンピュー

タを道具として活用できるように児童の発達段階にあわ

せたコンビュ-タの操作技能の育成が主な目的になって

いるので,他教科との関連がカリキュラムの中には位置

づけられていない。

さらに,教科指導関連型カリキュラムは,次の2つに

分けられる。ひとつは,各教科における学習内容の中に

コンピュータの利用を位置づけたカリキュラム構成であ

る教科指導関連-コンピュータ利用型カリキュラムであ

る。他のひとつは,情報教育の3つの目標をカリキュラ

ムの編成上での上位目標とし,それぞれの目標を達成す

るために必要とされる情報手段の活用(情報収集・情報

処理・情報発信)や,情報手段の活用を行う上で身につ

けさせたい機器操作,情報機器-の接し方や態度,情報

社会でのモラル形成をカリキュラムの中に示したカリキュ

ラム構成である教科指導関連一総合型カリキュラムであ

る。

3コンピュータを利用した小学校社会科の授業

形態

小学校社会科のコンピュータ活用を具体化するために

教科指導関連-コンピュータ利用型カリキュラムとして

の小学校社会科の授業形態について検討すると,コンピュー

タを活用した授業形態を情報の収集活動,情報の編集活

動,情報の発信・交流活動に分類できる。

小学校社会科の授業形態では,学年が進むにつれて,

インターネットや電子メールを活用した情報の収集活動

だけにとどまらず,そこで得た情幸酎こついて自分たちの

学習課題に基づいて必要な情報を選択し,まとめる活動

を行っている。また,新しい情報を得るために自分たち

から情報を発信したり,電子メールを活用した交流活動

を通じて新たな学習課題を見つけ出すといった発展的な

学習内容が設定されている事例がみられる。

こうした複数の活動を含んだ授業形態を設定する場合,

授業形態を学習者の発達段階に応じたものとして設定す

る必要がある。また,社会科の学習活動とコンピュータ

の活用能力を関連させることが重要である。

しかし,実際の社会科の実践事例を見ると,各学年に

見られる授業形態については,例えば,ある事例では第

4学年で情報の収集一情報の編集一情報の発信・交流活

動をすべて取り入れた授業形態が設定され,また,ある

事例では第3学年で情報の収集活動一交流活動を取り入

れた授業形態が設定されているといったように各学年の

授業形態が多様であり,系統性がみられない。
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したがって,社会科におけるコンピュータを利用した

授業形態を各学年の発達段階に応じて取り入れ,段階的

なコンピュータの活用能力の育成を意図した授業構成を

開発する必要がある。

4小学校社会科のカリキュラムと授業構成案の

開発

(1)コンピュータを利用した社会科の授業形態に必要

な情報活用能力の検討

社会科の授業形態に必要な情報活用能力としては,次

のような活用が取り入れられる。

(D情報の収集活動

情報の収集活動では,学習者の学習課題に即して,デ

ジタルカメラを利用した調査・見学活動,また,インター

ネット上のウェブページを利用した調べ活動がある。場

合によっては,電子メールを利用し,ウェブペ-ジ設置

者や関係者に質問のメールを送付し,回答を受け取る活

動も含まれる。このような学習活動を行うためには,情

報収集活動の基礎となるコンピュータの操作方法とブラ

ウザーソフトの使い方の指導が必要となる。

②情報の編集活動

情報の編集活動では,学習者のコンピュータ活用によ

る情報編集と,文章と画像や音声,動画データを組み合

わせた表現活動が可能となる。その際,収集した情報を

学習課題に沿って比較したり,振り分けたり,適切に処

理する除法の比較・判断・処理の能力とそれらの情報を

加工し,分かりやすく表現する能力が必要となる。この

ような学習活動を行うためには,情報の編集活動で行わ

れる, 「文章編集」活動と「マルチメディア表現」活動

の2つの学習活動に含まれるコンピュータの操作技術の

指導が必要となる。

③情報の発信・交流活動

情報の発信交流活動では,インターネットを活用し,

学校外の世界との双方向のコミュニケーションが可能と

なる。例えば,電子メールを活用した交流学習では,早

に電子メールを情報収集のみに活用するのではなく,自

ら情報を表現し,その表現に対する他者の反応を得て自

己の知識や見方・考え方を再考察しようとする学習活動,

あるいはインタ-ネット上にある他者によって表現され

た情報-の意見を交換することによって自己の理解を深

める学習活動がある。一般的に,このような学習はウェ

ブページ上に設定された電子掲示板(電子会議室)シス

テムや電子メール,チャットルーム,メーリングリスト

を利用する方法が用いられる。また,ブロードバンドを

利用したリアルタイムの情報交換を行うテレビ会議シス

テムも用いられる。このような学習活動を行うためには,

コンピュータの基本操作を基に,電子メールソフトの使
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用方法, WEB掲示板への書き込み方といった操作技術

的な指導が必要となるOまた,ネットワーク上のルール

やマナーをわきまえて交流する態度を育成するために,

発信した情報に責任を持つことやネットワーク社会の特

性である「匿名性」についての理解や「なりすまし」や

「チェーンメール」などの不正行為についての指導が必

要である。

以上のようなコンピュータの基本的な操作能力をはじ

めとする操作技術や活用するための態度を段階的に示し

たものが以下の(表l)である。

表1社会科の学習活動に必要となるコンピュータの操作技術
の系統衰

① コ ン ピ ュー タ と周 辺 機 器 の基 本 的 な操 作 能 力

A 0 S の操 作 P C の起 動 . 終

了

((》l A 一 I )

パ ス ワ ー ド入 ソ フ トの起 動 . ウ イ ン ドウ .

1. l l A I 力

(① - A - n )

終 了 ソ フ トの切 替

( (彰l A 】 In ) (ョ - A - I¥O

B マ ウ ス 操 作 ク リ ッ ク ダ ブ ル ク リ ッ ド ラ ッグ 右 ク リッ ク

((丑l B ) (① - B - I ) ク

( (9 - B - m

( (9 - B - ffl j ( (》 - B - iv )

c フ ァイ ル 操 作 フ ァ イ ル の 開 保 存 . 印 刷 コ ピI . 貼 り フ ォ ル ダ . ド

(0 0 - C ) 閉 ( (9 - c - m 付 け ライ ブ の利 用

( (9 - c - i ( CD - c 一 Ⅲ ) (① - c - iv )

D キ l ポ 一 ド操 文 字 入 力 文 字 削 除 ¥ n w f -? 変 換 . 確 定

作

し. P D i

K D - D - l ) ( CD - D - m (① ーD - m ) (① I D 一 IV )

E ソ フ トの 操 作 資 料 を 見 て の 雛 形 デ ー タ の 耕 叫 十 - s1 ,'1 ソ フ ト に 応 じ

U P F > 操 作 編 集 編 集 た デ ー タ の 処

Cfl D - E - I ( (か J E ー II ) ( (9 - E - m ) 哩

( (》 - E - IV J

ド デ ジ タ ル カ メ 電 源 O N ・O F F 媒 体 の 出 し入 記 録 . 再 生 ズ I ム l マ ク

ラの 操 作 ((9 - F - I ) れ 十、卜 F 111 > ロ

((9 - F - Ⅳ )( (カー F ) (ョ ーF - n )

(塾 情 報 の 収 集 活 動

A W e b '' (間 島 . W eb 閲 覧 l お カ テ ゴ リ検 索 キ ー ワ ー ド検 u r l A z ;

検 索 気 に入 り 追 加 (② 】A - n ) * (② - A - iv )

D - A ) (② l A 一 I ) (② - a - n o

B デ ジ タ ル カ メ 記 録 (撮 影) . P C へ の 取 り込 画 像 の閲 覧 泊 ォ ・・>

ラ に よ る情 報 再 生 (表 示 ) み ((塾- B - ra ) D - B - JV )

収 集

(② T B )

S - B - I ) (② 】B - m

(釦 情 報 の編 集 活 動

A 表 計 算 . グ ラ 数 値 入 力 計 算 式 入 力 並 び替 え グ ラ フ化

フ処 理

D - A )

D - A - I ) (③ - A - II ) (③ - A - m ; ((診一 A - IV )

a デ I 夕 べ I ス お 気 に 入 り の デ ー タ の 配列 カ テ ゴ リ分 け フ ァイル . フ ォ

化 整 理 9 - B - m D - B - n n ル ダ の 整 理

(③ - B ) (③ - B - I ) D - b - iv )

C 文 書 編 集 カ ナ . ソ フ ト ロ ー マ字 入 力 漢 字 変 換 文 字 修 正

((診ーC ) キ l ボ ー ド入

力

D - c - i )

(③ - c - m (③ - c - m ) (③ - C ーⅣ )

D マ ル チ メ デ イ 画 像 処 理 画 像 と文 字 の ア ニ メ I シrヨ リ ン ク設 定

ア 表 現 (③ - D - I ) レイ ア ウ ト ン設 定 ( (勤- d - iv ;

(③ - D ) ( (診- D - n ) D - D - ID )

④ 情 報 の 発 信 . 交 流 活 動

A プ レ ゼ ンテ - 教 室 イ ン ト ラ l 対 I で の プ グ ル I プ を 相 学 級 を 相 手 に

シ ヨ ン ネ ッ トを 利 用 i -t' : 手 に し た プ レ した プ レゼ ン

(ョ ーA ) し た 相 互 プ レ

ゼ ン

(㊨ - A - I

(④ - A - m ゼ ン

( (動 - A - m )

(④ ーA - IV )

B 電 子 メ 】 ル 活 メ ー ル の 作 成 ア ドレス 入 力 送 受 信 返 信

用

(④ - 良)

(④ l B ー I ) (㊨ - B - m (㊨ - B - m ) (④ - B - IV )
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C W eb ・掲示板 W eb ・掲示板 掲示板 ・W eb 掲 示板 ・W eb 掲示板 ・W eb

交流 への発信 の閲覧 への書き込み への返信

((参T C ) (④ - C 一 I ) (④ ーc - n ) (④ ーc - m ) ((参- c - iv )

⑤ 情報手段を活用するための態度

A 自他の情報に 主体的な情報 自分の情報 と 情報 を批判的 自分の情報に

対する責任 へのかかわり 他人の情報の に見る 対する責任

(⑤ - A ) (⑤ - A - I ) 区別

しif a 蝣n十

(ゥ - A - nn D- A - n o

B 個 人情報や人 人を大切 にし 情報を大切に 個人情報を大 人権に配慮し
権を意識した た活動 k f"清朝 切にした活動 た活動

情報活用

(ョ- B )

(6 )】B】 I ) ((勤- B - m し5 n m i D - B - IV )

C 受 け手を意識 相手意識 相手意識 場面意識 ( Ej 場面意識 (ネッ

した情報発信 ( l対 1 ) ( 1対多) の前 にいる相 トワーク上 の

(⑤- C ) の理解 の理解 辛) の理解 相手) の理解

(⑤ーc - I ) (ョ - c一 II) (0 - C - ffl ) D - c - rv)

a 著作物の扱い 著作者の存在 著作物 の無産 著作物の引用 著作者への許

(⑤ーD ) の理解 複製の禁止 (⑤- D 一皿) jR .- l、甘

D- D - I ) (⑤ - D - n ) B - D - IV )

E 個人情報の保 個人情報の意 個人情報の不 他人の情報の 個人情報の漏

:* 咲 用意な発信 無断公開 洩

8 - E D- E - I ) ((訂- E - m D - E - ffl ) (⑤ - E - IV )

F ネ ly 卜ワ一ク tD . ノヾ ル ワ- w w w 上 の不 なりすま L に チエ l ンメ I

上 のルールや ドの 重 要 性 要な発言 (ゥ- ついて (ョ - ル に つ い て
マナー

(⑤ - F )

(⑤ - F 一 I ) F - m F - m ) D - F - IV J

この系統表においては, 「コンピュータと周辺機器の

基本的な操作能力」としてコンピュータを適切に操作す

るための基本的な技能を示している。内容はWindowsを

起動・終了する「OSの操作」,コンピュータの入力装置

である「マウス操作」や「キーボード操作」,データの

実行や出力を行う「ファイル操作」,アプリケ-ション

を起動・操作する「ソフトの操作」,また「デジタルカ

メラ」による情報入力方法も操作技能として構成してい

る。

こうした基本的な操作技術の習得を基礎とした「情報

の収集活動」では,コンピュータを活用した内容として

「wcbページの閲覧・検索」と「デジタルカメラによる

情報収集」を設定している。 「webページの閲覧・検索」

では, NetscapeやInternet Explorerといったブラウザーソ

フトの使用方法を基礎とし,まず,指定されたwebペー

ジの閲覧を行うことでネットワークを体験的に利用する。

そして, Webペ-ジの検索では検索エンジン,リンク集

を利用したカテゴリー検索からキーワードを入力した検

秦, URLを直接入力する検索というような検索方法を内

容として構成している。

「情報の編集活動」における, 「表計算・グラフ処理」

では数量的なデ-夕を表計算ソフトからグラフ化して情

報を分析し, 「データベース化」では収集した情報を必

要に応じてカテゴリに分類したり,共通する部分で整理

する能力要素を設定している。また, 「文書編集」では

キーボードによる文字入力の順序性を示して文字情報に

よる表現方法の育成を図る。 「マルチメディア表現」で

は学習活動のまとめとしてホ-ムページを作成する際な

どに,コンピュータソフトを利用した文字,画像,音声

や動画データの取り込みや背景の色,文字の大きさや色,

画像の位置や大きさ等の工夫といった表現能力を内容と

して構成している。

「情報の発信・交流活動」では,対面する相手に情報

を伝える手段として「プレゼンテーション」,対面しな

いWeb上の相手にコンピュータの画面上の資料だけで情

報を伝える手段として「Webページ・掲示板」を設定し

ている。また,交流活動として「電子メール交流」を設

定し,電子メールの段階的な利用を示している。

(2)授業形態の構成

小学校社会科における各学年の内容に対して,コンピュー

タの活用としては,次の活動が関連する。

第3学年の学習内容を大別すると以下の3つである。

①自分たちの住んでいる地域の地形,土地利用,公共施

設などの様子。 ②地域の生産や販売にかかわっている人々

の動き。 ③地域の人々の健康を守る諸活動。これらの学

習内容から見ると,第3学年では特に身近な自然や地域

をもとにした学習が多く,自分が見たことや感じたこと

を裏付ける客観的な資料・情報が必要となることがわか

る。そこで,第3学年では情報収集活動を主な授業形態

とし,地域の見学・調査活動におけるデジタルカメラを

利用した情報収集能力とインターネットによる情報収集

能力を育成する。また,第4学年へのつながりとして集

めた情報についてコンピュータを利用して表現する活動

を取り入れた授業形態を構成する。

第4学年では,主に(丑地域の人々の安全を守る諸活動。

②地域の古い道具,文化財,年中行事,地域の発展に尽

くした先人の具体的事例。 ③県(都道府県)の地形や産

莱,県内の特色ある地域を学習する。学習内容を見ると,

第4学年では,第3学年の地域学習を受けて学習内容が

構成されている。そうしたより多くの情報を収集するた

めに,地域の見学・調査活動ではデジタルカメラを活用

し,インターネットの活用では指定されたwebサイトの

閲覧だけでなく, Webサイトの検索システムを利用した

情報収集活動を行う。また,情報編集の活動では集めた

情報をコンピュータ上で表現する活動を引き続き行う。

第5学年では,主に①我が国の農業や水産業(食糧生

産)の様子と国民生活との関連②我が国の工業の様子

と国民生活との関連③我が国の通信等の産業の様子と

国民生活との関連④我がEgの国土の様子を学習する。

学習内容を見ると,第5学年では,身近な地域の学習か

ら範囲が広がり,国の産業や国土の様子についての学習

内容で構成されている。そのためには中学年での実際に

調査・見学する活動を踏まえて,より詳しく,より幅広

い情報を収集する活動や集めた情報をまとめデータベー

スにまとめる活動を取り入れる。情報収集の活動では,

インターネットによる情報検索を行う。また,情報編集

の活動では,収集した情報についてコンピュータを利用
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してまとめたり,プレゼンテーションソフトを活用して

発表用の資料を作成する学習活動が構成できた。

第6学年では,主に①我が国の歴史上の主な事象②

我が国の政治の動き,日本国憲法の考え方③我が国と

のつながりが深い国の人々の生活の様子,国際社会にお

ける我が国の役割を学習する.第6学年では,今までの

情報の収集,編集,発信・交流の活動を踏まえて各単元

における学習活動については複数の活動を含んだものと

して構成できる。特に世界とのかかわりを学習する単元

では,ホームページの作成や電子メールによる情報の発

信・交流活動を取り入れた構成を設定する。

以上の観点から授業構成を配列したものを表2として

に示す。

表2小学校社会科の各学年における授業形態の構成

学

'(蝣
1 学 期 2 学 期 3 学 期

3
午
情 報 収 集 活 動 情 報 収 集 活 動 情 報 収 集 J 情 報 編 集 活 動

. コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 操 . イ ン タ ー ネ ッ トの利 用 . デ ジ タル カ メ ラや イ ン

作 方 法 を 知 り, W E B ペ ー 夕- ネ ッ トを 利 用 した

. デ ジ タル カ メ ラを 利 用 ジの 閲 覧 に よ る情 報 収 情 報 収 集 活 動 を行 う0

し た情 報 収 集 集 活 動 を 行 う . コ ン ピュ ー タを 利 用 し

て, 絵 図 や 文 字 を 用 い

た表 現 所 動 をす る

4
午
情 報 収 集 活 動 情 報 収 集 - 情 報 編 集 活動 情 報 収 集 - 情 報 発 信 . 交

A rf ,醋

. デ ジ タル カ メ ラや イ ン . デ ジ タ ル カ メ ラや イ ン . イ ン ター ネ ッ トに よ る

タ I ネ ッ トの検 索 シ ス ク ー ネ ッ トを利 用 して 情 報収 集 活 動

テ ム を 利 用 した 情 報 収 情報 を 収 集 す るO . テ レ ビ会 議 シ ス テ ム を

集 活 動 を行 う0 . コ ン ビ ユ I タ を利 用 し 利 用 した情 報 交 流

て ま とめ る O .掲 示板 を 利 用 した 情 報

発 信

5
;i-

情 報 収 集 l 情 報 編 集 活 動 情 報 収 集 - 情 報編 集 活動 情 報 収 集 - 情 報 編 集 - 情

報 せ て 3 i;f,V <

. イ ンタ ー ネ ッ トに よ る . イ ン タ ー ネ ッ トに よ る . イ ン ター ネ ッ ト, 電 子

情 報 検 索 情 報 検 索 メ ー ル に よ る情 報 収 集

. プ レゼ ン テ T シ ヨ ン ソ - 情 報 の デ I 夕 べ l ス化 活 動

フ トを利 用 し た表 現 活 に よ る整 王監 ま と め る . H Pの 作 成 と情 報発 信

動 構 成 を 考 え る。

. プ レゼ ン テ ー シ ョ ンソ

フ トを 利 用 し情 報 を再
構 成 す る0

6 情 報 収 集 一 情 報 編 集 型 l 情 報 収 集 - 情 報 編 集 - 情 情 報 収 集 - 情 報 編 集 - 情
* 情 報 発 信 . 交 流 活 動 報 発 信 . 交 流 活動 報 発 信 . 交 流 活 動

. イ ン タ ー ネ ッ トに よ る . イ ン タ I ネ ッ トに よ る . イ ンタ 一 ネ ッ トに よ る

情 報 検 索 と収 集 情 報 検 索 と収 集 情 報 検 索 と収 集

. 情 報 の デ - 夕 ベ ー ス 化 . 情 報 の デ 一 夕 ベ ー ス化 . 電 子 メ ール に よ る交 流

に よ る整 理 に よ る 整理 * w eb に よ る 情 報 発 信 .

・ t.- ∴ tt ぺ 上 - ホ I ム ペ l ジ の作 成 と 交 流

発 信 発 信

. 電 子 メ I ル に よ る交 流

(3)開発カリキュラムと授業構成案

ここでは,開発したカリキュラムから,小学校第5学

年の社会科カリキュラムを提示する。

第5学年社会科カリキュラム

学 早

」、卑 ▼ H ff
≠ * .-v

授
莱

※◆必 要な 活用

技術

期

TC

名
活 動 内 容 形

態

" 活用 の た め

に必要な態度 .

モラル

1 わ (I) 米作 りの盛 んな地域 ○毎 日の献立 を調べ. 材 悼 ◆ W eb サ イ トの
た
し
h t⊥ISI'"1曲目寸 It .-. 料 と産地 につ いて イ ン 報

収
閲覧 . 検索

た
心で ある米作 りの様子 タ- ネ ットで情報 を検 <k (②一A - i ‾m )

ち や従事 している人々 の 索 .収集 する0 - ■ 自他 の情報 に

m

の 工夫や努力 につ いて, ○米の生産 の様子 . 手順 惜 対 する責任
壁
活
と

調査 した り, 資料 など について調べ, 栽培 カ 報
宿
集

D- a )

◆ W eb サ イ トの

を活用 した りして調べ, レンダーにまとめる0

負 わ たしたちの食料 を確 ○生産の」二夫 や苦労 , 栄 型
糧
生
産

保す る重要 な役割 を果 作 りの将来 について取 情
報
収たして いることを考 え 材や調査, 賢料 を もと

る0 に調べ, レポ一 ト, 節 隻

(2) B 本 の農産物 と耕地 間な どに まとめる0 i
情
報

. ↑ '.;C5a tv i 蝣・蝣布 や十 ○野菜の ラベルやチ ラシ

地利用の特色 などを調 を調べ, それぞれの生 編

ベ, 自然環境 と深 いか 産地を土地 や気候 の条 集
型
閲覧 . 検索

かわ りを もつて営 まれ 件 と結 びつ けて整理 す D - a - i ‾ m )

て いることを考 える0 る0 雷 自他 の情 報 に

○デ 一夕ベース化 した資 対 する責任

(3)水産業の盛んな地域

料を基に冬野菜 の生産 (⑤ - A )

地 と流通ル ー トを地 図 ◆ 情報 のデ ー タ

. 水産業の重要性 と従事 にま とめ る0 ベース化

す る人々の工夫 . 努力 '-' i *i 魚 Lrlや櫓 >->-サ;止 を ((釘ー B )

について考え る。 図書資料やインタI ネッ ◆ W eb サ イ トの

トを活用 して調 べ, 工 閲覧 . 検索

夫や苦労 につ いて考 え (② - A - I ‾ ffl )

るD ■ 自他 の情 報 に

○新たな漁業 の工夫 につ 対 する責任

いて, 資料 をもとに考

える0

○各生産地の様子, 特徴

について地図 上にまと

め る0

○食料の生産 と自分 たち

の食事 について考える0

((昏】A )

2 i^ (1) 自動車工 場を訪ねて ○生活の中 の工業製 品に 情 ◆ W eb サ イ トの
た . 自動車の組み立てとシー ついてイ ンターネ ット 報 閲覧 . 検 索
し
た
卜づ くりの仕事 につ い を活用して調べ原材料 . 収

ォ
s - a - i ‾ m i

ち て調べ, 工場で働 く人 生産の様子 につ いて考 I 寒 自他 の情報 に

の たちの工夫や努力, 願 える0 情 対す る責 任
LI
宿
いをとらえるとともに, ○自動車の生産 の工程 に

報
編
(ゥ ーA )

◆ マ ルチ メ デ イ

と 自動車工場 と部品工場 ついてイ ンタr ネ ット 集
工
莱
坐

との結びつ きに気 づ く のW eb サイ トやサ イ ト 型

ことがで きるようにす 上にあ る動画 を使 って

塵 るD 調べ る。

. 自動車に乗 る人 たちの ○部 品工場につ いて生産

願 い につ いて 調 べ , の様 子 . 工夫 . 環境へ ア表現

「安全 で, 人や環 境 に の配 慮につ いて調べ る ((訟- D - i ‾ m

や さしい」 自動車づ く ○工 業の盛んな地域 の位 ■著作物 の扱い

りが進め られて いるこ 置と特徴を調へ パ ワl (⑤ ーD )

◆ W eb サ イ トの

閲覧 . 検索

とに気づ くことが でき ポイ ン トにまとめる。

るよ うにす る ○自動車工場の位置 と陸

送 や輸出の様子 につい

(2) 自動車が とど くまで

て謂ベる0

. 完成 した 自動車を運ぶ

○ 自動 車部品工場 の分布

((診- a - i ‾ m )

仕事について調べ, 輸 ■ 自他 の情 報 に

送に携わ る人た ちの工 と高速道路網の盤偏 の 対す る責任

夫や努力, 願い をと ら 様子 をま とめ, その理 D - A )

え るとともに, 工業生 由を考え る ◆ マ ル チメ デ イ

産を支え る運輸 のはた ○環 境 . 資源の問題 を公 ア表現

らきに気づ くことがで 害を例に調べ, 工業生 (③- D - i ‾ n )

きるよ うにす る。 耳 T ff '>う.上白 ・> ': :> ■著作物 の扱い

. 貿易によ る世界各国 と の生 活 と結 びつ けて考 (⑤ - D )

の結びつ きにつ いて調 えるD

ベ, その特色や問題 を

とらえ ることか ら, 貿 ○大 工場 と中小工場 での ◆ W cb サ イ トの

易の進め方につ いて考 生 産の違 いを調べ, 日 閲覧 .検 索

えを もつ ÷とがで きる 本の工業の特徴 につい (② 一a - i ‾ m )

よ うにす る。 て考え る0 ■ 自他 の情報 に

○ 中小 工場の問題 や悩み 対 する責任

(3) これか らの工 業生産

に, 解決のた めの努力 D - A )

について調べ る。 ◆ マ ル チメ デ イ

. 工業生産の さかん な地 ○生 活の巾で様 々な工業 ア表現

域 や, 大工 場 と中小 製品が使われ ているこ (③- D - i ‾ n )

工場 で の生 産 の 違 い とを調べ, 暮 ら しがど ■著作 物の扱い

に つ いて調 べ, 日本 のよ うに変 わってきた (⑤ 】 D )

の 工業 の特 色 を と ら かを考え る。

え る こ とが で き るよ 調べた ことにつ いてパ

うにする0 ワ一ポイ ン トを使 って

. 工業の発達 と自分 たち

の くら しの変 化 と の

つ なが りに 気づ き,

これか らの工 業生 産

の進 め方 につ い て考

え を もつ こ とが で き

るよ うにす る0

まとめ発表す る0
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わ (1) わ た した ち が 情 報 を ○ 天 気 予 報 を 調 べ る方 法 情 ◆ W eb サ イ ト の

t- 知 る に は に は さ ま ざ ま な 方 法 が 報 閲 覧 . 検 索
し
た
. 天 気 予 報 の 伝 え て い る あ る こ とを 知 る0 収

集
((訂 - a - i ‾ nn

ち メ デ ィ ア に つ い て 資 料 ○ 天 気 予 報 の 情 報 を 伝 え - ■ 自 他 の 情 報 に

の
壁
を 活 用 して 調 べ , 様 々 る媒 体 を 調 べ , 比 較 を 情

n
対 す る責 任

揺 な 情 報 の伝 え 方 を 比 較 ー1 蝣蝣>, 編 D - A )

と す る こ と が で き る よ う ○ 調 べ た 内 容 に つ い て コ 1! ◆ プ レゼ ン テ ー
悼 にす る。

(2)情 報 を 役 立 て る人 々

. コ ン ビ ニ エ ンス ス トア

ン ビュ ー タ ソ フ トを 活 I
シ ヨ ン

報
用 して ま とめ , 発 表 す

情
報
(④ 】 A )

る 蝣s サ 与 ・蝣] -¥ -

○ バ . コ I ドの 仕 組 み を

発
伝

交
疏
型

■ 受 け 手 を 意 識

し た情 報 発 信

(⑤ 】 C )

◆ W eb サ イ ト の

で 集 めて い る売 れ 行 き 調 べ る 0 閲 覧 . 検 索

や 天 気 の情 報 に つ いて ○ 天 気 予 報 や バ ー コ ー ド (② - a - i ‾ m )

調 べ , 商 品 を 売 る仕 事 と い った 情 報 を 利 用 し ■ 自 他 の 情 報 に

の 中 で ど の よ うに 役 立 て い る コ ン ビニ エ ンス 対 す る責 任

て られ て い る か を と ら ス トア の 情 報 活 用 の 仕 (⑤ - A )

詛 - 1 -L-

え る こ と が で き るよ う 組 み を 見 学 . 調 査 す る

にす るO

(3) 情 報 化 社 会 に生 き る

活 動 与 rr 蝣'>

○ 調べ た内 容 を コン ビユ】 シ ヨ ン (④ - A )

夕 ソ フ トを 活 用 して 発 〃 受 け 手 を 意 識

表 す る 0

○ 電 子 メ ー ル を 例 に 情 報

した情 報 発 信

8 - C )

. 情 報 の受 信 者 や 発 信 者 ◆ 電 子 メ ー ル の

と し て大 切 な こ とを と の受 け手 や 発 信 者 と し 活 用 (④ - B )

らえ る と と もに , 情 報 て の責 任 と, 情 報 活 用 ■ 個 人 情 報 の 保

を ど の よ う に く ら しに の 在 り方 に つ い て 考 え 護 (⑤ ー E )

役 立 て て い くか に つ い る0 ■ ネ ッ トワ I ク

て 考 え る こ と が で き る ○ 「バ T コ l ドの ひみ つ」 上 の ル ー ル や マ

よ う にす る 0 H P を 作 成 し, イ ン ター 蝣f -

ネ ッ トに よ る情 報 の 発 (⑤ - E )

高 id - ◆ マ ル チ メ デ ィ

ア表 現

(ョ ー D

3 ^ (1) 自 然 を 生 か し た く ら ○ 沖 縄 県 の 家 の 作 りの 特 情 ◆ W eb サ イ ト の
た し 徴 や 工 夫 につ い て また, 報 閲 覧 . 検 索
し
た
. 1 月 の沖 縄 県 と北 海 道 沖 縄 の産 業 に つ い て イ

収
集
((9 - a - i - n o

ち の 様 子 や , 自 分 た ち の ン 夕l ネ ッ ト .電 子 メー i ◆ 電 子 メ ー ル の
の ま ち の様 子 を 比 べ る こ ル に よ る情 報 収 集 を 行 悼 活 用
国
土
と か ら, 各 地 に 住 む 人 い, 気 候 との 関 係 を 調

as
宿
D - B

◆ 電 子 メ 一 ル の

と た ち が気 候 に 合 わ せ て r＼ '・>o 集
環
境
どん な く ら しの 工 夫 を ○ 暖 か い 気 候 を 生 か した I

情
報して い る か , 調 べ るめ 産 業 の 工 夫 や 特 徴 を 調

あて を も つ こ とが で き ペ るO 発

る よ う に す る 0 ○ 北 国 の 家 の つ く りや 街 信

. 日本 の最 南 部 に あ る沖 の 工 夫 に つ い て , ま た 交 ,-A M )

縄 県 の家 の つ く りや 産 自然 を 生 か した 産 業 の ."Hl (④ - B )

業 な ど に つ い て 調 べ , 特 徴 を イ ン タ ー ネ ッ ト 型 ◆ マ ル チ メ デ イ

暖 か い気 候 の も とで の や電 子 メ ー ル を 活 用 し ア表 現

人 々 の く ら しの 工 夫 や て調 べ , 暖 か い 地 方 と (③ ー D )

特 色 , 原臥 、を と らえ る 対 比 しな が らパ ワー ポ ■ 個 人 情 報 の 保

こ とが で き る よ うに す イ ン トを 使 った ス ライ m

る0

(2)環 境 を 守 る

. 北 九 州 市 で 起 きた 公 害

ドに ま と め る 。 (@ - E )

○ 北 九 州 市 で 起 きた 公 害 ◆ W eb サ イ ト の

につ い て調 べ , 被 害 の に つ い て イ ン ター ネ ッ 閲 覧 . 検 索

様 子 や 原 因 , 公 害 防 止 トを活 用 して 調 べ , 発 (② ーA ー i ‾ m )

ヘ の 人 々 の努 力 や 願 い 生 の原 因 や 被 害 の 様 子 ■ 自 他 の 情 報 に

を と らえ る と と もに , を と らえ る 0 対 す る責 任

公 害 の 問 題 か ら自 分 た ○ 住 民 の健 康 と青 空 を 取 D - A

◆ マ ル チ メ デ イ

ちの 健 康 や 生 活 環 境 を り戻 す ま で の 北 九 州 市

守 る こ と の大 切 さ に つ の 人 た ち の努 力 に つ い

いて 考 え る こ とが で き て と らえ , さ らに 環 境

る よ う に す る0 を守 る取 り組 み を 続 け

. 森 林 を守 り育 て る 仕 事 る人 々 の願 い に つ い て

につ いて 調 べ, 国 土 の 考 え る

保 全 や 水 資 源 の確 保 に ○ 各 地 で公 害 が 起 きた 背

果 た す 森 林 の役 割 に 気 貴 を調 べ る な か で , 公 ア 表 現

づ く と と も に, 森 林 を 害 の 問 題 と 自 分 た ち の (③ - D )

守 り育 て て い くこ と の く ら しと の か か わ りに ■ 個 人 情 報 の 保

大 切 さを と ら え る こと つ い て, 考 え た こ と を m

が で き る よ うに す る0 !ヾワ - ポ イ ン トに ま と (⑤ ー E )

◆ W eb サ イ トの

. 自分 た ち の く ら し と 自 め る0

然 環 境 と の結 び つ きに ○ す ぎ を守 り育 て る 仕 事

つ い て 調 べ , 自然 の し の 様 子 を調 べ , 仕 事 に

くみ や 環 境 を守 って い 携 わ る人 た ち の 工 夫 や

く こ との 大 切 さ を と ら 努 力 , 思 い に つ い て 理

え る と と も に, 自分 た 解 す る0

ち に で き る こ と を考 え ○ 森 林 の は た らき や 資 源

て 行 動 す る こ と が で き と し て の役 割 に つ い て 閲 覧 . 検 索

るようにする。 電子メールやインター

ネットを利用して調べ,

森林は自分たちのくら

しと深く結びついてい

ることをとらえるとと

もに,森林を守り育て

ていくことの大切さに

気づくことができるよ

うにする。

〇日分たちのくらしと自

然環境との幕吾びつきに

ついて調べ,人間も自

然の中の一郎であるこ

とに気づくとともに,

自然のしくみを守って
いくことの大切さをと

∴ <.i、,

○地球の環境が抱えてい

る問題について,原因

や環境への影響をイン

タ-ネットや電子メ-

ルを活用して調べた内

容をホームページ上に

発信する。

(②-A- i-m)
◆・UI J一・II"I

活用(㊨- B)

◆マルチメディ

ア表現

D-D)

◆Web・掲示板

交流(④-C)

書著作物の扱い

(⑤-D)

車個人情報の保

護し5'-K＼

■ネットワ-ク

上のルールやマ

チ-((参-F)

(4)小学校5年社会科「わたしたちの生活と情報」単

元の授業構成案

開発カリキュラムにおける小学校第5学年社会科「私

たちの生活と情報」単元の授業構成案を以下に提示する。

・単元名「私たちの生活と情報」

・単元の目標

① TV,新聞,インタ-ネット等の情報の伝え方の違

いを理解させる。

②情報を媒介とする人々の結びっきに気づき,情戟を

使ってよりよい生活を送ろうとする人々の原臥＼や努力

について考えさせる。

③さまざまな形で情報が日常生活に生かされているこ

とについて,インターネットを活用して追究したり,

コンピュータを利用してわかりやすく表現し,発表す

ることができる。

・単元計画(全13時間)

第1次わたしたちが情報を知るには(6時間)

過
程
時 学習活動

導 I 「明 E]の天気を知るとき, 何を調べ た らいいだ ろう」

入 . メデ ィアを見比べて気がつい たことを発 表 し合 う0

. 全且で新聞の記事を読み比べ たり, テ レビの映像 を見比 べる0

. 自分の学習課題を選択す るO

展 2 「明 日の天気は何だろ う」
開 自分で比べてみたい, メデ ィアを決 めて資料を活用 して調べ る0

. ひ とりひと りがT V . 新 聞, イ ンターネ ッ トで天気予報 を見比 べる0

. メデ ィアの違いを調べ, レポl トにまとめ る0

終 3 「天気予報の伝えカ の違 いを発表 しよ う」
末 4 . 発表会の原稿を書 く0
5
. 発表資料 (プレゼンテー ション資料 ) を作 る0 ( コンビユ】夕 模造紙

画用紙 デ ジタルカメ ラ)

. 発表会を行 う0 質問 し合 う。

.メデ ィアの特性についての話 し合 いをす る0

. メデ ィアをど う使 ってい きた いかを考えて, 話 し合 う0



情報教育を基盤とした社会科カリキュラムの開発

第2次情報を役立てる人々(4時間)

過
堤
時 学習活動

導 1 「バー コI ドはなん のためにあ るのだ ろうか」

入 . 音を聞 く, バ I コI ドを観察す る0

. どん な商 品に もバ I コI ドつてあ るのか教室 内で探す。(ノI ト, 消 し

ゴム等)

. 商品のバ I コI ドをみて役割 を考え る0

. バー コー ドの数字 の意 味を考え る0

. バI コI ドの役割 を考 え る0

w 2 「バ一 コI ドの仕組 みを調べに行 こう」

開 ○実際 に店 に行 って, 取 材 し, インタビュー して記録 メモを取 る。

.イ ンターネッ トや図書資料で調べ, 調べ たことをまとめるD

. バP コl ドを調 べた レポI トを作 る0

柊 3 「調べた ことを発表 しよ う」

束 4 . コン ピュータ, ビデ オ, デ ジ タルカ メラ等 を使 って, 調 べて きた こと

を発表す る。

.発表を よく聞 いて, 分 か らな いことは質問す る。

.調べ て きた ことを 自分 の情報 と見比べてバ I コI ドの意 味や P O S シ

ステ ムの仕組 みを知 りー情報の共有化を図 るO

第3次情報社会に生きる(3時間)

過
荏 時 学習活動

導 1 「情報の伝え方, 受 け取 り方」

入 .電子 メI ル を耽 り上 げ情 報 の受 け手や発信者 としての責任 と, 情報活

用のあ り方 について考 え る。

2 「イ ンタ】ネ ットで情報 を発信 してみ よう」
3 . イ ンターネ ットの良 さを知 る

.イ ンターネ ットの仕組 みや情報発信の注意を知 る0

. わか りやす く責任 ある情報発信 を考え る0

. 「パ l コl ドの しくみ」の ホl ムペT ジを作 るO 発表 し会 う0

. 学習 を振 り返 り, これか らどんな ことが便利 にな るか, どんなことに

気をつ けて いつた ら良いかを考え る0

本単元は,大きく3つの単元の授業構成を設定してい

る。第1次「わたしたちが情報を知るには」では,児童

に天気予報における新聞,テレビ,インターネットの報

道を比べて視聴させる。児童はその内容に微妙な違いが

あることを知り,疑問を持たせることをねらいとする。

そして,今まで何気なく見ていたメディアの情報も比較

することによって,その特性に違いがあることに気づか

せ,調査させる。情報の発信源や発信方法,取材の方法

が違うことをそれぞれ発表させる。意味のある情報では

天気予報等に関するいろいろなメディアの報道を比べ,

その情報の違いに気づかせ,それぞれ情報をどのような

方法で作り,伝えようとしているか,情報を作っている

人はどんな工夫や苦労があるかを調べさせる。その際,

vTRやいろいろなメディアを児童に主体的に操作させて,

その違いを体験的に学習する。そして,自分なりにわかっ

たことをまとめさせる。児童が理解したことを発表する

中で,それぞれのメディアが資料として良いところや問

題点があることや昔のメディアに比べて今の情報化社会

といわれる状況を随時,指摘しながらメディアの特性を

理解させる。発表会前に,児童それぞれがメディアを選

択し,発表資料を準備し発表につなげていく。発表資料

を作るときは内容や自分の個性にあわせて,発表の仕方

を工夫させ,メディアの特性が引き出せるように指導し

ていきたい。そして,発表会が終わったあと,それぞれ
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のメディアの良いところ悪いところについて話し合いを

イ丁つ○

第2次「情報を役立てる人々」では,情報産業に従事

している人々の工夫や努力について学習する。コンビニ

エンスストアのPOSシステムについて取り上げ,近くの

コンビニエンスストアに協力してもらい,見学及び取材

活動をさせる。また,事前に取材活動におけるマナーや

内容について指導しておく。調べてきたことは,情報交

換会で発表する。ここでは全員がoHPを使った発表を経

験するOHPを活用して人に発表するときの技術や態度

を学ぶこと,プレゼンテーションすることへの興味や関

心を持たせる。発表においては必ず質問を受け付け,受

け答えする経験を積ませることをねらいとしている。

次に,授業計画の中から小単元の第1次「わたしたち

が情報を知るには」の授業構成案を示す。

(彰第1時「明日の天気を知るとき,何を調べたらいい

だろう」の授業構成案

・本時の目標

○天気予報の情報の内容をくらべ,なぜメディアによっ

て伝える情報が違うかを考えることができる。 (思考)

○比較して視聴することで,メディアの違いを発見して

いくおもしろさに気づく。

(関心意欲)

・授業展開(1時間)

展
開
発 問 (指示 . 説明) ○学 習活動 指導上の留意点 資料等

導 ◎ 今 日の 朝 テ レ ビ ○何 チ ャ ンネ ル の . 情報源について質問 し, 情

テ レビ

入

展
開

I?

を 見 て きた人 は ど ん な番 組 で, 報源 に気を配るような意琵琶

いますか0

◎ テ レビか ら流 れ

て い る 絵 や言 糞

どんなことを言 っ

て い た か をつ い

て発表す るD

○天 気 予 報 に つ い

を持たせるようにする0

. 何 チ ャンネルでどん な内
を 「情報 」 と呼

ぶ ことを伝 え る0

◎ 天 気 予 報 を 見 て

容 だつたかを発表させるO

. 天気予報の伝え方 にも様々
き た 人 は ど ん な て発表す る0 蝣,-.i *.>,るこ上を理解

内容で したか0

○発表す る

させるO

◎ 天 気 予 報 を知 る . 番組 に よって背 景 . 取 り

た め に は ど ん な . テ レ ビ, 新 聞 , 上 げ る情報 . 長 さ, 予報

方 法 が あ り ま す ラジオ, インター の内容が違 ってい ること

か0 f h を捉 えさ る0

. 予 報す る人 によ って違 い

の録画

◎ 実 際 に天 気 予報 ○N H K と民放 のTV 映像

新聞の

を見てみ よう

◎ ど う して 天 気予

の 天気 予 報 を違

う番組 で見比 べ,

分 か った こ と を
末 発表す る0

○伝 え 方 の 違 い の

が出ることを捉えさせる0

報 の伝 え 方 に遵 理 由 を考 え て発

. わか ったことを表 にまとい が あ った の で 表す るO

○新 聞 の 天 気予 報

すか0 めてみ ることで, 数値 や 天気予

◎ 新 聞 の天 気予 報 と らえ方が違 うことに気 報欄

の伝 え 方 に つ い を見 て, 何 が書 づかせ る0

て調 べてみま しよ いて あ るか知 り, . ペーパ ーメデ ィアの携帯

う0 新 聞 か らわ か る 性 , 保存性 などにつ いて

ことを発表 す るD も触 れてお く0

天 気 予 報 の 情報 に

〇 日分 の 課 題 を選

択す る0

. 違 いは比べると分か ることつ いて 2 つ の方 法 (課 題 ) テ レビ

を使 って調 べま しよ と新聞 や違いを見ることのお もし

う。 テ レビとイ ンター ろさに気づいている児童の

ネ ッ ト 考え方を引 き出させる0

新 聞 と イ ンタ ー . 次 時か らは様 々な天気予

ネ ッ ト等 報 の情報 を比較 して い く

ことを伝え る0
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5おわりに

本研究では,情報教育のカリキュラムの分析からカリ

キュラムの形態を明確にし,カリキュラム構成の問題点

を指摘した。また,教科指導関連-コンピュータ利用型

カリキュラムとしての社会科の授業形態の検討によって,

コンピュータを利用した社会科の授業実践の多くは,段

階的なコンピュータリテラシ-の指導を取り入れた授業

構成になっていないことを指摘した。そして,情報教育

のカリキュラム分析,及びコンピュータを利用した小学

校社会科の授業形態の分析から明らかになった問題点を

克服する小学校社会科のカリキュラムと授業構成案を開

発した。

今後の課題としては,本研究ではカリキュラムの開発

にとどまっているので,実践での検討が行われていない

ことがあげられる。実際にカリキュラムを利用した授業

実践を行い,カリキュラムの有効性と問題点を明らかに

する必要がある。また,授業構成案についても,第5学

年「わたしたちの生活と情報」単元の開発だけである。

したがって,今後は開発したカリキュラムを基に各単元

の授業開発を進めていくことが必要である。

注

1)文部省「小学校学習指導要領」 1998年

2)文部省(現文部科学省)の「情報化の進展にともなう初等

中等教育における情報教育に関する調査研究協力者会議」

は,第1次報告「体系的な情報教育の実施に向けて」 (平成

9年3月)と,それを受けた最終報告「情報化の進展に対

応した教育環境の実施に向けて」 (平成10年8月)において

情報教育のE]標として以下の3点を示している。

(1)課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含

めて,必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・

創造し,受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる

能力(情報活用の実践力)

(2)情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と,情報を

適切に扱ったり,自らの情報活用を評価・改善するため

の基礎的な理論や方法の理解(情報の科学的な理解)

(3)社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及

ぼしている影響を理解し,情報モラルの必要性や情報に

対する責任について考え,望ましい情報社会の創造に参

画しようとする態度(情報社会に参画する態度)

(2004.8.31受稿, 2004.10.14受理)


